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論説文の読解指導
一 授業計画とその実際一
村 上 治 子
はじめに





ある。物語 ・小説文や随筆文や論説 ・評論文等があり,その教授法 も同一
ではない.そ こで,本稿では上経段階で論説文 を扱った場合,ど のような
授業運営が行えるかについて報告するものである。
1.学 習環境
(学習者)一 読解授業の対象 とな る学習者 は,大 学学部一年 次の 貝本語
(注)
学 科の学生30名 で ある。 学生の 日本語力 に関 しては,日 本語教 育振興会
が行 う日本語能力検定試験 を受験 していて,目 本語歴は 日本国内 また は国
外 で1年 か ら2年 程度 で ある。 また,母 国の 大学卒の者 が 半数(14名)程
で,そ の中には 日本語 や 言語 学専攻の 者 が数名含 まれ ている 。国籍 は韓
国13名,中 国9名(台 湾2名,香 港2名 を含 む),マレーシア3名 ・シ ンガ
ポ ール2名,ス イ ス1名,ド イ ツ1名,パ ラグアイ1名 である。
(日本語 の科 目)1年 次 における 日本 語 の実 際 面 の 科 目は9コ マ あ
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りン聴解2コ マ,文 法2二【マ,発 音1.コマ とな らび,読 解 が4コ マあ る。
本稿 はその読解 の1コ マを取 り上 げる。
(読解教材)一 読解授業 の教材 について は,事 前 の話 し合 いの会が設 け
られ,総 合的 ・一般的文章 である随 筆文,文 学的文章 である小説文,論 理
的文章 である論説文 が取 り上 げられる ことにな り,筆 者 は論説文 を担 当す
るこ とになった。 その分野で の教材 は担 当者 に任 され た。
2。 授 業計 画
2-L教 材 について
教材 として,新 聞 の論説 文 を取 り上 げるこ とに した。 その根拠 として・
次 のこ とを考 えた。
まず,論 説文 自体 の利点 として,考 え られ ることは,
1〉 日本語力 に関 しては上級段階 で あるとはい うもの の,大 学生活 で多
く読 まなければな らない論説文形式 の文 章 をまだ十分読み こなす程 に
は至 っていないであろ うσ
2〉 大学生活 の中で,レ ポ ー ト・論文 な ど と取 り組 まなければ ならない
ので,論 説文 を読 むこ とによ って,そ れ らを書 くときに必要 とされ る
文章構成 に関 して学ぶ ことができる。
3〉 同様 に して,レ ポー ト・論文 な どで用 い られ る表現語句 ・文型 を学
ぶ こ とカヨできる。
次 に,新 聞 の論説文 の利 点 として,考 え られ ることは,
1〉 日本滞在期 間が1年 か ら2年 とい う短期 問の学生 なので,日 本 の最
近 の社会 問題 な どに関 して十分 把握 して はいな いで あろ うが,目 本 社
会 に起 こ っているこ と,闇 題にな ってい ることなどに関心が あるで あ
ろ う。 それ に応 え られ るものである。
2〉 日常生活 の中でマスメディアか ら流 され る情報 の 中に,新 聞の論 説
文 で取 り上 げ られていることを見聞 きす るので,そ れ と合 わせて社 会
にたいす る視 野が広 げ られる。
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3〉 言語の分 野で言 えば,現 代 社会 に関 する頻度 の高 い語句 が学べ る。
一方,弱 点 として言 えることは,文 章 の内容 について,そ のこ とが取 り
上 げられてい る背景 が分 か らない と,理 解 が困難 に,ま たは,通 りい っぺ
んの もの にな って しま うことが ある。 語彙 に関 して も・固有名詞 や説 明な
くしては意味理解 が不 可能 なものが ある とい うこ とになる。 いず れ も,補
足説明が必要 であ る。
次 に,選 んだ教材 を,取 り上 げた順序 で 表 題 ・出 典 ・内 容 を挙 げてお
く、これ は前瑚14コ マの うち,12コマで消化 した ものである。またP6番
目のものは小テス トのた めに使 用 した。
L豊 かさ向上 に技術 の活用 を 朝 日新 聞 社説1991.10.31
新 しい技術 を駆使 した製 品が私達 の 個人生活 を豊 かに している
が,種 々の弊害 も生 じた。 その上,テ クノロジーアセスメ ン トの
欠落 のため豊 か さが実感 できていない.社 会 の豊 か さを得 るため
に新技術の活用 をすべ きで ある。
2.学 歴社会の ゆ らぎ加遠 を 朝 口新 聞 社説1991.5,22
日本的経営 を支 えている学歴 社会 と社会 帰属意識 が揺 らぎ始 めて
いるが,加 速 させ たい。揺 らぎは会社 測 ・働 く側 双方 か ら起 こっ
ているが,祉 会変化 に応 えるべ く日経連 は検討 に着手 した。働 く
側 も考 えてほ しい。課題 は山積み してい る。
3,変 わる大学(3)一 ルネ サンスー 朝 目新聞1992.5.4目
新構想大学の筑波大学 での教育面 ・研究面 における改 革 はうま く
行かず,若 手 らの不満 が大 き く,危 機感 に盗れてい る。新 学長 に
対応策 を期 待 して いる。
4.「大学 の冬」 を春 にするために 朝 日新聞 社説199重.5.19
再来年か ら大学 は今 まで とは逆 に,学 生 か ら選 ばれ る側 にな るの
で,大 学同士 の質 を競 うよ うに とい う答 申を大学 審議会 が 出 し
た。大学の現状 を見 る と生 き残 りのため には,大 学 の真 の役割 は
何か とい う原 点 に立 ち返 って社会 とともに考 える姿 勢が大切 だ。
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5.過 労死 も日本的経営の産物だ 朝日新聞 社説199L11,14
日本的経営の陰の部分 として過労死があるが,そ れ以外 にも見直
さねばならぬ雇用慣行がある。雇用者側に見 直 す因があるのだ
が,同 時に,働 く側 も意識改革を迫 られ る。
6.豊 かさと貧 しさの間の文化 朝 日新聞 社説1992・8・2
目本 は伝統文化 ・現代文化 ともにあるが,文化 の豊かな国とは言
えない。文化政策 ・文化行政が貧 しいし,文化人をもり立てるこ
とも文化面の予算 も少ない。一度お金 を大胆に使 い,文化行政を
見直す決断が必要 である。
以上,い ずれも現代 目本社会が抱 えている問題であり,今後 とも時間を
掛けてその問題解決策を模索 していくであろう事柄 なので,上述 した新聞
の論説文の利点を満 たす教材であると考えた。
2-2、授業の基本方針
授業 を週1コ マ,学 生数30名のクラスで行 うとい う条件の もとに,そ
の基本方針として考 えたことは次のようなことである。




2)出 来る限 り発話ができるように誘導する。読解授業では学習者 はと














で大学生活 の中で日本人か ら直接その事柄について意見を闘いた り,
または・話 題 提供ができたりするよ うに して 置くのが良策だと考え
た。
5)予 習をさせないとい う方針 も入れた。予習が出来ない読解授業 とい
うことに異論 を唱 える向きもあろうかと思 うが,こ こでは有効だ と考
えた。文章全体の構成 を掴むという訓練をするためには,初見の文章































で ある。 これ だけを2週 に渡 って学 んで行 く。
次 に,そ れ ぞれ の部分 の作 業 をどのよ うに進 めてい ったか を見 てい くこ
とにす る。
1)文 章全体 を見逓 すための作 業(文章(1))
読解 文 と語彙表 を配布 した後,ま ず,取 り上 げた文章 につ いて,表 題
の周辺 の ことを一言 だけ話 してお く。例 えば,上 述 教材 の 「「大学 の冬 」
を春 にするために」(以 下,「大学 の冬 」 と略 す〉(原文,資 料1〉 の文 章
に関 してな ら,大 学 の現状1こ問題 があ り,そ の打開策 について論 じた も
ので,そ れ を冬 と春 とい う言葉 で 言 い表 している とい うこ とだけ を話
す。 目本事 情 に通 じてい る学生 ばか りな ら,こ のよ うなこ とも読解 の一
部 として課 すのがいいので あるが,こ こで はそ うしなかった。
次 に,黙 読 をさせ る。 黙読の 時間は 教 材 によって 異 なるが5-7分,
当てた。細 かい ところは後回 しに して,文 全体 を眺め何 について,ど の
よ うに書かれてい るのか に焦点 を当て最後 まで読むよ うに指示 する。 こ
の時初 めて見 る文 章 を読む ことになるので,学 生 はこの作業 に専念 せ ざ
るを得 な くなる。
その次 に,文 章 の 内容 について分 かったこ とを自発的 に 発話 させ る。
これ は後 に続 く読解作業 のための情報交換 の 場 ともなる。 例 えぱ,「 大
学 の冬」 の揚合 な ら,学 生の発話 に対 して教 師は,そ んな ことも書 いて
あった とか,そ ん な大学の ある ことが分 かる とか,か な りのポイ ン トが
掴 めた とか,そ れが執 筆者の 言い たい ことだ とかな どと応 えた り,ま
た,誤 読 したこ とを発話 した場合 には,あ あ,そ うですかな どと遠 回 し
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に不納得の態度を示す と,他の学生 が修正する場合 もあれぱ,それ以上
に文章の意味からずれたことを言 う場合もあった塾する。正確なことが
出てこない場合は,そ こを課題 として置 く。 このような作業 をした後,
一端 ,読解文から離れ,語彙表 を利用 した作業をすることになる。
2)語 句の意味確認をするための作業(語彙表)






して残 してお く。また,こ の作業を通 して語彙表の語句を再度発音する
ように心掛 ける。
3)文 章構成 ・文章理解 ・語旬の運用のための作業(文章(2))
読解文 に戻 蜘3種 の作業をする。1つは,文章構成の把握作業・2つ
目は,目文章理解のための作業,3つ 目は・語句の運用力をつける作業で
あるが,便 宜上,へBに まとめ72っ 日と3っ 目を一緒にして述べる。






(1)文章 を意味内容によってグループに分 ける。何段落目か ら何段
落 目までと言 うようにして,文 章の内容を1区切 っていく。実 際 に




a)は じめか ら2殺 落 ヨまで。
b)3段 落 目。
c)ヰ段落 目。
d)5段 落 目か ら7段 落 目まで。
e)8段 落 目か ら12段落 目まで。
f)12段落 貝か らおわ りまで。
(2)構 成 としてのは じめの部分 と,展 開 の部分 と,お わ りの部分 に
区切 る。




(3)論 説文 とい う文の様 弍を考 えた上 で,目それぞれの部分 のキー ワ
ー ドを見つ けるよ うにし,執 筆者 がそ こでン どんなこ とを述 べてい
るかを考 えて行 く。実際:こは,意 味 内容 のま・とま り毎 に,教 師 の誘
導 によって この作業 は行 われ る。
例 えば,同 上 の揚合 な 転
区分
a)
殺 落 キ ー ワ ー ド
第1-2段落 質 ・自由に競える ・答申を大学審議
会がまとめた。
























































の学習 ・補充 も教室作業の中に入ってくる。まず,文 章の意味内容か ら
見て区切れるところまで音読させる。次に,そ こでの文章の内容が掴め
るような話 を取 り上げ・文章理解のための誘導を行 う。この誘導の過程
でもう一つの作業である新出語 ・言い回 し・文型 ・固有名詞や補足説明
などの学習が入れられる。
例えば,「大学の冬」の場合,
。展開部分の第3段 落目か ら11段落 目までなら,
文の内容を掴ませるため,「社説 の執筆者 は,答 申についてどう考
えているか」r今までに行われた改革に対 して,社 説の執筆者はどん




把握以外の作 業としては・文型 「(あった〉にせよ～」・言い回 し 「名
一110一




発話 を促 しながら,このような作業をするのであるが,肝 要なこと
は、3種 の作業(文章構成 を掴 ませること,文 章理解 をさせること,
語句の運用力をつけること〉を行 うことになるので,そ の目的から逸
脱 しないように,適 切な指示 を入れながら授 業運 営をすることであ
る。それがうまく行かないと,3種 の学習項目が学習者の頭の中に不



















ので,そ の様式 が一般的 なものか どうかは二 の 次 になって しまってい る.
今後,文 章構造 にかんす る研究成果 を踏 まえて,教 育現場で どのよ うな教
材 をどの ように活 か してい った らいいか を考 えてい くこ とにな るので あろ
う。
新聞 か らの論 説文 とい うことに関 して は,現 代 の日本事箔 に も通 じる と
い うこ とで は学生か らは評価 されるが,同 時 にその文章 の背景 が分 か らな
い と理解 に限界 び ある。新聞以外 の教材 も取 り入れ るべ きで あろ う。
発話 を健 しなが らの指導 とい うこ とに関 しては,学 習者 の発話 を中心 に
して授業運営 が され ていたよ うで はある。これは教 師の授業準備 によ って・
ある程度 までは実現 で きる。 しか し,こ のクラスの場合,学 生数 が30名
であるので・ 教室活動で は仕上げ作 業の時行 うグループ活動 を除 き,全 員
が発話 できてい るとい う訳ではない。全員 が発話で き,か っ,ま とま った




今後 とも,教材の選び方 をはじめ,教室作業の手順の是非などを再考 し
なけれ1まならないと思 う。
また,上 級段階における様式別教授法がより一 層開 発 されることを望
む。
(注)=92年度,非 常勤講師として仕事をした東京外国語大学
参 考 文 献
・市川 孝(1975)〒国語教育のための文章論解説』教育出版
・木戸光子(1989)r文の機能による要約文 の特徴」佐久聞まウみ編 ア文章構造 と
要約文の諸相』 くろしお出版
・土部 弘編(199D)『論説 ・評論の表現』冬至書房
・新村朋美(王991)「統合的アプローチによる表現指導」『講座 目本語教育a第26
分冊,早 稲国大学日本語研究教育センター
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